
▲至
口　
京
奈
和
自
動
車
道
の
平
城
宮
跡
地
下
通
過
計
画
問
題
の
現
状
と
木
簡

学
会
と
し
て
の
取
り
組
み
、
及
び
第
二
回

「高
速
道
路
計
画
で
危
機

を
迎
え
た
世
界
遺
産
平
城
宮
跡
を
考
え
る
」
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
開
催

に
つ
い
て

木
簡
学
会
で
は
、
平
城
宮
跡
の
地
下
に
京
奈
和
高
速
自
動
車
道
の
ト
ン
ネ

ル
が
計
画
さ
れ
て
い
る
問
題
に
つ
い
て
、
遺
跡
や
遺
物
、
特
に
木
簡
に
対
す

る
決
定
的
な
ダ
メ
ー
ジ
が
憂
慮
さ
れ
る
た
め
、
他
学
会

。
団
体
と
協
力
し
な

が
ら
、
そ
の
白
紙
撤
回
を
訴
え
て
き
た
。
平
城
宮

・
京
跡
の
地
下
に
多
く
の

木
簡
が
埋
も
れ
て
お
り
、
そ
れ
ら
が
歴
史
の
証
人
と
し
て
多
く
の
新
し
い
事

実
を
語
っ
て
く
れ
る
こ
と
は
、
周
知
の
事
実
で
あ
る
。
木
街
は
地
下
水
に
水

分
を
補
給
さ
れ
常
時
湿
潤
な
状
態
に
置
か
れ
て
き
た
た
め
、
今
日
ま
で
幸
う

じ
て
残

っ
て
き
た
。
と
こ
ろ
が
、
現
在
計
画
さ
れ
て
い
る
よ
う
な
京
奈
和
道

高
速
自
動
車
道
の
地
下
ト
ン
ネ
ル
が
平
城
宮
跡
や
そ
の
周
辺
の
地
下
に
掘
ら

れ
る
と
、
そ
の
地
下
水
脈
を
破
壊
し
か
ね
ず
、
木
簡
に
と
っ
て
致
命
的
な
結

果
を
も
た
ら
す
危
険
性
が
あ
る
。　
〓

一〇
〇
年
の
間
地
下
に
保
存
さ
れ
て
き

た
貴
重
な
歴
史
資
料
を
私
た
ち
の
時
代
で
破
壊
す
る
よ
う
な
こ
と
が
あ
れ
ば
、

そ
れ
は
歴
史
に
対
す
る
冒
漬
に
他
な
ら
な
い
。
そ
も
そ
も
平
城
宮
跡
は
特
別

史
跡
で
あ
り
、
世
界
的
に
も
ユ
ネ
ス
コ
の
世
界
遺
産
に
登
録
さ
れ
た
貴
重
な

文
化
遺
産
で
あ
る
。
そ
こ
に
高
速
道
路
を
通
そ
う
と
い
う
発
想
自
体
が
許
さ

れ
る
べ
き
も
の
で
は
な
い
。

こ
う
し
た
私
た
ち
の
主
張
と
は
裏
腹
に
情
勢
は
刻
々
と
変
化
し
て
い
る
。

二
〇
〇

一
年
七
月
、
国
土
交
通
省
で
は
地
下
水
検
討
委
員
会

（委
員
長
・
大

西
有
一一一京
都
大
学
大
学
院
教
授
）
を
発
足
さ
せ
、
四
回
に
わ
た
る
委
員
会
で
の

分
析

・
検
討
を
経
て
、
二
〇
〇
二
年
三
月
、
平
城
宮
跡
の
地
下
に
ト
ン
ネ
ル

を
掘

っ
て
も
地
下
水

へ
の
影
響
は
小
さ
い
と
す
る
報
告
を
ま
と
め
た
。

こ
れ
を
受
け
、
二
〇
〇
二
年
三
月
、
国
土
交
通
省
は
文
化
財
検
討
委
員
会

を
設
置
し
た

（委
員
長

・
笹
山
晴
生
学
習
院
大
学
教
授
）。
同
委
員
会
で
は
、
四

回
の
討
議
を
経
て
、
二
〇
〇
二
年
七
月

一
五
日
、
遺
跡
に
大
き
な
影
響
を
与

え
ず
に
ト
ン
ネ
ル
を
建
設
す
る
こ
と
は
技
術
的
に
は
可
能
だ
が
、
世
界
遺
産

と
し
て
の
意
義
を
考
え
国
際
的

。
社
会
的
な
関
心
へ
の
配
慮
が
必
要
と
し
て
、

道
路
建
設
は
特
別
史
跡
の
指
定
範
囲
を
避
け
る
べ
し
と
の
提
言
を
公
表
し
た
。

さ
ら
に
そ
の
後
、
広
く

一
般
の
意
見
を
集
め
る
と
し
て
、
二
〇
〇
二
年
九

月
、
国
土
交
通
省
は
Ｐ
Ｉ
方
式
に
よ
る
委
員
会

「大
和
北
道
路
有
識
者
委
員

ハこ

（委
員
長
・
斎
藤
峻
彦
近
畿
大
学
教
授
）
を
発
足
さ
せ
る
に
至
っ
て
い
る
。

事
態
は
な
お
予
断
を
許
さ
ず
、
今
後
さ
ら
に
運
動
を
大
き
な
も
の
に
し
て
い

く
必
要
が
あ
る

（こ
れ
ま
で
の
学
会
と
し
て
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
は
、
彙
報
を

参
昭
じ
。
と
こ
ろ
で
、
こ
う
し
た
状
況
の
も
と
、
昨
年
実
施
し
た

「高
速
道
路
計
画

で
危
機
を
迎
え
た
世
界
遺
産
平
城
宮
跡
を
考
え
る
」
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
結
集

し
た
こ
の
計
画
に
反
対
す
る
多
く
の
学
会

・
団
体

・
市
民
の
声
を
さ
ら
に
大



き
な
も
の
に
す
べ
く
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
終
了
後
も
実
行
委
員
会
を
さ
ら
に
継

続
し
、
第
二
回
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
木
簡
学
会

で
は
第

一
回
に
引
き
続
き
、
主
催
団
体
と
し
て
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
実
行
委
員
会

に
加
わ
り
、
日
本
考
古
学
協
会
、
高
速
道
路
か
ら
世
界
遺
産

・
平
城
京
を
守

る
会
と
と
も
に
幹
事
団
体
と
し
て
事
務
局
の
一
翼
を
担

っ
た
。
同
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
は
次
の
よ
う
な
日
程

・
内
容
で
開
催
さ
れ
た
。

〔
日
時
〕

一
一〇
〇
二
年

一
一
月

一
七
日

（日
）

〔
場
所
〕

明
治
大
学
大
学
会
館
八
階
大
会
議
室

〔内
容
〕

開
会
挨
拶
　
小
林
　
一二
郎
氏

（日
本
考
古
学
協
ハ０

挨
拶
　
水ヽ
井
路
子
氏

（作
家
）
「平
城
京
跡
に
思
う
こ
と
」

第

一
部
　
講
演

町
田
章
氏

（奈
良
文
化
財
研
究
所
所
長
）
「東
ア
ジ
ア
の
古
代
都
城
史
か

ら
み
た
平
城
宮
」

第
二
部
　
報
告

吉
村
武
彦
氏

（明
治
大
学
）
「古
代
の
政
事
（ま
つ
り
ず」と
）と
平
城
京
」

佐
藤
信
氏

（東
京
大
学
）
「平
城
宮

・
京
の
木
簡
と
日
本
列
島
の
古
代
」

清
水
重
敦
氏

（奈
良
文
化
財
研
究
所
職
員
組
合
）
「世
界
遺
産
と
都
市
開

発
」

小
井
修

一
氏

（高
速
道
路
か
ら
世
界
遺
産

。
平
城
京
を
守
る
会
）
「地
下
水

検
討
委
員
会
報
告
批
判
―
手
の
こ
ん
だ
委
員
会
ま
か
せ
の
道
路
政

策
」

第
三
部

パ
ネ
ル

・
デ
イ
ス
カ
ツ
シ
ヨ
ン

「世
界
遺
産

。
平
城
宮
（一じ
跡
の
保
全
と
活
用
を
め
ぐ
っ
て
」

パ
ネ
ラ
ー
　
吉
村
武
彦
氏
、
清
水
重
教
氏
、
小
井
修

一
氏
、

吉
川
聡
氏

（奈
良
文
化
財
研
究
所
職
員
組
合
）

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
　
佐
藤
信
氏

主
催
　
ンヽ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

「世
界
遺
産
平
城
宮
跡
を
考
え
る
」
実
行
委
員

会

（代
表
　
小
林
三
郎

（日
本
考
古
学
協
会
》

参
加
団
体
　
大
阪
歴
史
学
会
　
関
西
文
化
財
保
存
協
議
会
　
一爪
都
民
科

歴
史
部
会
　
考
古
学
研
究
会
　
＊
高
速
道
路
か
ら
世
界
遺
産

。
平
城

京
を
守
る
会
　
古
代
交
通
研
究
会
　
古
都
奈
良
の
歴
史
的
遺
産
と
景

観
を
守
る
市
民
共
同
フ
オ
ー
ラ
ム
　
史
学
会
　
難
波
宮
址
を
守
る
会

奈
良
県
文
化
財
保
存
対
策
連
絡
会
　
奈
良
県
歴
史
教
育
者
協
議
会

奈
良
世
界
遺
産
市
民
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
　
奈
良
文
化
財
研
究
所
職
員
組

合
　
奈
良
歴
史
研
究
会
　
＊
日
本
考
古
学
協
会
　
日
本
史
研
究
会

日
本
歴
史
学
協
会
文
化
財
保
護
特
別
委
員
会
　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
東
ア
ジ
ア
の

古
代
文
化
を
考
え
る
会
　
文
化
財
保
存
全
国
協
議
会
　
＊
木
簡
学
会

歴
史
科
学
協
議
会
　
歴
史
学
研
究
会
　
歴
史
教
育
者
協
議
会

（以
上
、
三
四
団
体
。
＊
は
幹
事
団
体
）

252




